
日 刊 津 一 設 T _ 業 新 聞

2010年 (平成22年 )2月 1日 (月曜日) (12)

(ウキク天満橋ビブの
電話  0669422601
FAX  06-6941-6091
osaka②decn.co jp

注松襟嗣
士
甲
△
Ｈ

鋼
橋
疲
労
亀
裂
予
測
手

開
発
で
研
究
成
果
報
告
会
エ

都
市
環
境
な
ど
を
テ
ー
マ

に
、

産

・
学

・
官
が
技
術
の

融
合

・
創
造
を
目
指
し
て
研

究
を
進
め
る

「新
都
市
社
会

技
術
融
合
創
造
研
究
会
」

（委
員
長
――
大
西
有
〓
京
都

大
学
理
事

・
副
学
長
）
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
で
あ
る

「鋼
橋
の
疲
労
亀
裂
進
展
シ

ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
開

発
と
そ
の
維
持
管
理
へ
の
応

用
に
関
す
る
研
究
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（リ
ー
ダ
ー

・
坂
野
昌
弘
関
西
大
学
工
学

部
都
市
環
境
工
学
科
教
授
）

は
１
月
２８
日
、

大
阪
市
中
央

区
の
大
阪
合
同
庁
舎
第
■
号

館
で
研
究
成
果
報
告
会
を
開

催
し
た
――
写
真
。

新
都
市
社
会
技
術
融
合
創

造
研
究
会
は
、

構
造
物
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
見
据

え
た
新
し
い
創
生
が
不
可
欠

と
の
考
え
に
基
づ
き
、

産
学

官
の
垣
根
を
取
り
払
い
、

技

術
の
融
合

・
創
造
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
設
立
し
た
。

京
都
大
学
の
工
学
研
究
科

の
教
授
ら
を
は
じ
め
、

業
界

団
体
、

近
畿
地
方
整
備
局
道

路
部
な
ど
が
参
画
し
、

「都

市
の
再
生
」

「道
路
構
造
物

の
保
全
」
を
大
き
な
テ
ー
マ

大
西
委
員
長
○
と
坂
野
教
授

に
、

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ご
と
に

チ
ー
ム
を
設
置
し
て
調
査

。

研
究
を
進
め
て
い
る
。

坂
野
教
授
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
は
、

経
年
し
た
鋼
橋
に
発

生
す
る
痩
労
亀
裂
を
対
象

に
、

そ
の
発
生
と
進
展
挙
動

を
精
度
よ
く
予
測
で
き
る
解

析
手
法
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
す
る
こ
と
を
目
的

に
、

０７
年
度
か
ら
研
究
に
着

手
。

鋼
床
版
に
生
じ
る
痩
労

亀
裂
の
う
ち
、

特
に
数
の
多

い
縦
リ
ブ
と
横
リ
ブ
の
交
差

部
か
ら
発
生
し
て
横
リ
ブ
を

進
展
す
る
疲
労
亀
裂
を
対
象

に
、

そ
の
発
生
お
よ
び
進
展

挙
動
を
精
度
よ
く
予
測
で
き

る
解
析
手
法
を
構
築
し
た
。

さ
ら
に
、

亀
裂
進
展
に
対
し

ii:ユ軍々再:モifii:

て
有
利
な
拡
張
有
限
要
素
法

（Ｘ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
）
を
用
い
た

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
行

い
、

そ
の
妥
当
性
を
実
験
と

実
橋
に
お
け
る
疲
労
亀
裂
進

展
状
況
と
の
比
較

・
検
討
に

よ
り
検
証
し
て
き
た
。

報
告
会
に
は
約
３
０
０
人

が
参
加
。

雷
頭
、

大
西
委
員

長
が

「新
規
の
建
設
が
抑
制

さ
れ
る
中
、

維
持
管
理
へ
の

関
心
は
高
く
な
る

一
方
だ
。

特
に
橋
梁
の
管
理
運
営
に
昔

労
さ
れ
て
い
る
方
々
は
多

く
、

小
さ
な
ほ
こ
ろ
び
が
大

き
な
事
故
を
起
こ
す
可
能
性

も
あ
る
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
を
考
慮
し
、

ど
の
段

階
で
手
当
を
す
れ
ば
コ
ス
ト

を
抑
制
で
き
る
か
が
課
題
で

あ
り
、

こ
の
研
究
成
果
が
維

持
管
理
へ
の
応
用
で
社
会
に

還
元
さ
れ
、

日
本
の
土
木
構

造
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

を
願
う
」
と
あ

い
さ

っ
し

た
。続

い
て
坂
野
教
授
が
研
究

概
要
を
報
告
。

坂
野
教
授
は

研
究
の
目
的
な
ど
を
話
し
な

が
ら
、

「良
い
も
の
を
長
く

大
事
に
使
う
に
は
、

見
分
け

る
目
が
大
切
だ
。

０２
年
の
道

路
橋
示
方
書
改
訂
で
疲
労
の

影
響
を
考
慮
す
る
よ
う
に
な

り
、

疲
労
設
計
が
採
用
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
が
、

そ
れ

以
前
の
橋
は
本
当
に
大
文
夫

か
疑
間
で
あ
り
、

危
な
い
橋

が
多
い
」
と
現
状
を
指
摘
。

阪
神
高
速
で
の
疲
労
亀
裂
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、

実
橋

計
測
と
模
型
実
験
、

数
値
解

析
で
成
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
報
告
し
た
。

こ
の
あ
と
、

直
轄
国
道
、

阪
神
高
速
の
疲
労
実
態
が
担

当
者
が
述
べ
た
ほ
か
、

疲
労

実
験
に
よ
る
損
傷
の
再
現
や

Ｘ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｍ
に
よ
る
亀
裂
進

展
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
研
究
成
果
を
具
体
的
に
説

明
し
た
。

最
後
に
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。


